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石灰化を伴った胃癌の 1例

鳥取県立中央病院外科

森谷 尚 人  水 本  清   加 藤 一 吉

山本 洋 之  岸   清 志  河 村 良 寛

悪性腫瘍の石灰沈着は甲状腺,乳 腺,肺 ,腎 ,卵 巣などの臓器 と比較すると胃の悪性腫瘍では比較

的まれとされてお り,本 症例を含め本邦報告例は49例にすぎない。

本症例は腹部 X線 写真で著明な石灰化を示した Borrmann 3型 胃癌の症例である。患者は39歳の

女性で,主 訴は心筒部つかえ感.上 部消化管内視鏡検査で噴門部の Borrman 3型 胃癌 (E口環細胞癌)

と診断したが,腹 部 X線 検査,上 部消化管 X線 検査,腹 部 CT検 査,腹 部超音波検査のいずれでも腫

瘍部分に著明な石灰化を認めた,所 属 リンパ節 No l,No.3に 転移を認め,策 膜浸潤 もあり胃全摘術

および膵陣合併切除術を施行 した (POHoS2Nl Stage III R2絶対治癒切除),切 除標本の病理組織学的

所見では組織型は印環細胞癌,深 達度 se,nl(十 )で 膵臓および陣臓には浸潤を認めなかった。腫瘍

の石灰化部分よリリン酸カルシウム,炭 酸カルシウムが検出された。術後10か月後に癌再発のため死

亡された.

本症例を含めた本邦報告例49例について検討を行った。
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はじめに

悪性腫瘍における石灰沈着は甲状腺,乳 腺,肺 ,腎 ,

卵巣などの臓器 と比較すると胃では比較的まれ1)とさ

れている。今回われわれは,著 明な石灰化 を示 した

Borrmann 3型 胃癌の 1症 例 を経験 したので報告す

る。

症  例

患者 :36歳,女 性

主訴 :心筒部つかえ感

既往歴 :32歳虫垂切除術

家族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :1987年11月頃より食後に心筒部のつかえ感

が出現した。翌年 3月 近医にて上部消化管内視鏡検査

を施行され,胃 癌の診断にて当院へ紹介された。なお

最近 1年 間で7kgの 体重減少がみられた。

入院時現症 :体格中等度.栄 養良好.結 膜に貧血黄

疸を認めず.腹 部は平坦,軟 で腫瘤および肝,牌 触知

せず。腹水なく,Virchow転 移,Schnitzler転移は認

めなかった。

入院時検査所見 :検血一般および血清カルシウム値
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signet‐ring cell carcinoma

を含 む血清生化学検査 は異常 を認 めなかった。腫瘍

マーカーでは CA19‐9が133.2U/mlと 異常高値 を示 し

た。

腹部単純 X線 検査 :左 上腹部 に帯状 の石灰化 を認

めた (Fig.1).

上部消化管 X線 検査 :食 道下端噴門部 より胃体部

小彎側 にかけて表面不整な陰影欠損 を認め,ま た同欠

損部分に石灰化 を認めた (Fig。2).

Fig. l Plain abdonlinal x‐ ray shoM′ed stippled

shadoH′by calcincatlon(arroM′s)in the region of

the stomach



Fig. 3 Gastroendoscopic finding showed ulcera.
tion in the land-wall from the ansle to the fornix
of the body.

上部消化管内視鏡検査 :胃角部小彎側前後壁より噴

門部にかけて,周 囲に辺縁不明瞭な周堤をもつ潰瘍性

病変を認め,Borrmann 3型 胃癌 と診断した。生検に

て組織型は印環細胞癌であった (Fig,3),

腹部 conputed tomography(CT)検 査 :胃壁小彎
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Fig. 4 Computed tomography of the upper abdo-
men showed extensive diffuse calcification in the
wall of lesser curvature.

Fig. 5 Gross appearance of resected specimen of
the stomach showed Borrmann 3 type gastric
cancer on lesser curvature from the ansle to the
fornix.

側に明らかな石灰化が認められた。肝臓,膵 臓には異

常を認めなかった (ng.4).

以上の所見より,本 症例を石灰沈着を伴った Borr

mann 3型 胃癌 と診断 し,1988年 5月 18日手術を施行

した。

手術所見 :開腹すると腹水はなく,噴 門部に手拳大

の硬性腫瘤を触知 した。策膜面は白色であり,舞 膜浸

潤は明らかであった。所属 リンパ節では NO.1,No.3

に転移を認めた。以上より胃全摘術および膵陣合併切

除術を行った。手術結果は POHoS2Nl Stage HI R2絶

対治癒切除であった。

摘出標本 :噴門部から胃体部にかけ,小 賢上に14×

13cmの 不整な周堤中に潰瘍面をもつ Borrmann 3型

の胃癌であった (Fig.5).
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I「ig. 2  Upper gastrointestinal series

position showed tumOr shadoM′and

(arrows)
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Fig. 6  LoM′voltage x‐ray of the resected stomach

shoM′ed calciacation in the gastric cancer

Fig,. 7 Microscopic
men showed signet
(arrows) in mucous

picture of the resected speci-
r ing cel l  and calcif icat ion
lake (Kossa stain, x40).

摘出標本軟 X線 写真 :腫瘍内に小粒状の石灰化像

を多数認めた (Fig.6).

病理組織学的所見 :び まん性に印環細胞癌を認め,
一部に膠様腺癌を認めた。ムチン物質部分内のみに石

灰化 を認めた。以上 より病理組織学的所見 は Borr

mann 3型 ,INFγ ,intermed,深 達度 se,ly3,V2,

aw(一 ),ow(一 ),nl(十 ),膵 臓および悌臓には病

理組織学的に浸潤を認めなかった。石灰化部分より,

赤外線吸収スペクトル法によって,リン酸カルシウム,

炭酸カルシツムが検出された (Fig.7).

術後経過 :術後 は順調な経過 をとり,1988年 7月

CA19‐9は41U/mlと 低下 し7月 22日軽快退院 となっ

た。その後外来通院中であったが,翌 1989年1月 より

CA19‐9が157U/mlと 再上昇 し,再 発胃癌の後腹膜浸

潤による腰痛が出現 したため再入院 となった。入院後

は食思不振が続き,さ らに癌性腹膜炎による腹水が出
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現し同年 3月 14日全身衰弱により死亡された。

考  察

胃癌における石灰化沈着の頻度は,組 織学的には山

際ら1)によると,手 術胃で0.5%,剖 検胃では4.4%に 認

めるとされているが,自験例のごとく腹部単純 X線 像

で著明な石灰化沈着を示す症例はまれであり,検 索し

えた限 りでは本邦では1963年北川らの報告の以後,自

験例を含め49例にすぎないll~14)。その年齢分布は26歳

より78歳で,平 均47.1歳 と胃癌全体の平均年齢より若

年の傾向がある.こ の原因 として石灰化を伴った胃癌

の組織型が未分化型の膠様癌が多いことに関連 してい

ると考えられる。男女比は約 1:2と 女性に多い.

病巣部位は広範なものが多 く, 2領 域以上のものが

半数以上を占めている。

肉眼型は Borrmann 3型 ,Borrmann 4型 が多 く,

49例中48例が進行癌である。組織型は47例が膠様腺癌

または印環細胞癌で,残 り2例 はそれぞれ未分化腺癌,

組織型不明である.

予後 については,死 亡 が確認 された症例 が20例

(41%)で ,死 亡例の診断時からの生存期間は 2か 月

～ 2年 11か月と,胃 癌全体の予後 と比較すると不良で

ある。さらに手術切除例は21例 (43%)に すぎないこ

とより石灰沈着を契機に発見できても経過は不良であ

ると考えられる。予後不良の原因としては上述のごと

く組織型が未分化なものが多 く,進 行癌がほとんどで

あることが考えられる.ま た再発形式は報告例ではい

ずれも本症例のように腹水,腹 膜播種,腹 腔内転移で

あった。

石灰沈着の著明な胃癌は進行癌が多 く,組 織型に移

様腺癌,印 環細胞癌が多いことより,粘 液産生 と腫瘍

の変性,壊 死が石灰沈着に大きく関与 しているものと

考えられている。石灰化沈着の機序 としては以下のご

とく,1)metastadc calcincationlD:副 甲状腺機能元

進症,ビ タミンD過 剰投与,腫 瘍の骨転移などで血清

カルシウム値が上昇 し,組織内に石灰沈着を生ずる説.

2)dystro calciacationttlD:腫瘍 内の壊死組織 内で

は,組 織代謝の減少によりC02産 生が減少し,組 織が

アルカリ性に傾 くことにより,カ ルシウム塩の溶解度

が 低 下 し石 灰 沈 着 を 生 ず る説. 3 ) o n t o g e n i c

calcincation10:癌細胞から分泌される粘液の中に,

正常の軟骨,成 長骨骨端の石灰沈着に関与するものと

近縁の構造をもつ glycoprOteinがあり,それがカルシ

ウムとリン酸イオンの結合を促進させ,石 灰沈着を生

ずる説.以 上 3つ の説が考えられている。
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このうち metastatic calcincationについては,記 載

のある症例のうち 1例 しか高カルシウム血症 を認めて

いない点,parathyroid hOrmone(以 下,PTHと 略す)

が高値 を示 した例 はない点 より否定的であ り,dystro

calc面cation:唐 よび ontOgenic calcticationが 本症 `つ

石灰化の機序 として重要 と考 えられている。 自験例 に

おいてもPTHの 測定は行 っていない ものの,血 清 カ

ル シ ウム値 の上 昇 はみ られ ず,dystrO,Ontogenic

calcincationが石灰化の機序 と考えられる.

最近松本 ら1のによると石灰化沈着 を伴 う胃癌10病巣

中 2病 巣で,腫 瘍細胞 の胞体 が calcitOnin陽性 を示

し,石 灰沈着に calcitoninなどのホルモンが関与 して

いる可能性 を示唆 している。石灰化の機序に関 しては

いまだ不明な点が多 く,今 後の検討が必要 と考えられ

る。

なお,本論文の要旨は第81回山陰外科集談会(1988,米子)

において発表した。
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A Case of Gastric Cancer with Calcification

Hisato Moritani, Kiyoshi Mizumoto, Kazuyoshi Kato, Hiroyuki Yamamoto,
Kiyoshi Kishi and Yoshihiro Kawamura

Department of Surgery, Tottori Prefectural Internal Medicine

Gastric cancer associated with calcification is comparatively rare. A case of Borrmann 3 type gastric
cancer showing calcification on a plain abdominal X-ray film is reported. The patient was a 36-year-old
female with a chief complaint of epigastric discomfort. A diagnosis of Borrmann 3 type gastric cancer
(signet-ring cell carcinoma) of the fundus was made on the basis of upper endoscopy. A plain abdominal
X-ray, upper GI series, abdominal CT, and abdominal ultrasound examination demonstrated small
stippled calcification in the gastric cancer. Total gastrectomy and pancreatico-splenectomy were perfor-
med with No. l, No. 3 lymph node metastasis and serous invasion present (PoHoSrN, Stage III R, CurA).
The resected specimen showed depth of invasion se, n,(*), and no invasion of the pancreas or spleen.
Calcium phosphate and calcium carbonate were detected in the calcifications. The patient was followed
postoperatively, but died of recurrence of her cancer 10 months later. The mechanism of calcification in
gastric cancer is discussed with reference to the literature.
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